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同様に、「自己実現 and 社会 and 仕事」においては、「自己実現」と「社会」と「仕事」との三つの
用語のすべてがその記事内に同時に存在した場合に、件数ヒットが生じたというわけである。なお、
今後は、“and”については、“＆”に置き換えて簡略化して表記することにする。たとえば、「自己
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に努めてほしい」と歓迎の言葉を述べた” ことに対して、“和田さんは「勉強
と遊びを両立させ、学生生活を楽しみたい。コンピューターの世界は男社会だが、男性に負けない































































































































































学研究費補助金 基盤研究 (Ｃ ) 課題番号17530605 研究成果報告書）、2009年。
2） 筆者は、自己実現概念の「変化」の量的側面を「第一局面」、その質的側面を「第二局面」とし
て位置づけ、それらを立体的に重ね合わせることの必要性を研究方法論的に主張している（佐々木
英和「自己実現についての歴史研究に関する手続き論」、宇都宮大学教育学部編『宇都宮大学教育
学部紀要』第55号第1部、2005年所収、211～ 225頁）。
3） 読売新聞社「ヨミダス歴史館」の公式ホームページは、以下である。https://database.yomiuri.
co.jp/rekishikan/
4） ヨミダスの公式ホームページを読むだけでは不明なことについては、データベースの担当者に電
話で直に問い合わせして確認した（2010年9月29日）。
5） 佐々木英和「自己実現概念の価値論的位置づけに関する一考察－用語の歴史的出自を踏まえた実
証的研究－」、宇都宮大学教育学部編『宇都宮大学教育学部紀要』第54号第1部、2004年3月所収、
219～ 233頁。
6） 同上。
7） これに関して、以下を参照のこと。佐々木英和「自己実現概念を把握する上での用語論的考察（１）
－主に研究対象の範囲を再確認するために－」、宇都宮大学教育学部編『宇都宮大学教育学部紀要』
第52号第1部、2002年所収、209～ 223頁。
157
8） テキストマイニングという研究手法について、このやり方を全く経験したことのない人にも理解
しやすい形で解説しているものとしては、たとえば以下を参照のこと。三室克哉・鈴村賢治・神田
晴彦『顧客の声マネジメント―テキストマイニングで本音を「見る」 』、オーム社、2007年。
9） 筆者が指導した卒業論文の中には、テキストマイニングを用いて「女性の自己実現」について研
究してもらったものとして、富永真央「現代社会における女性の自己実現の特質－テキストマイニ
ングの手法を用いた発見的研究－」（宇都宮大学教育学部学士取得論文、2009年）と、大関涼子「女
性の生き様の現代的変容に関する実証的研究－『自己実現』についてのテキストマイニング分析と
通して－」（宇都宮大学教育学部学士取得論文、2010年）との２論文がある。なお、富永論文では
朝日新聞社「聞蔵」が分析素材として、大関論文では読売新聞社「ヨミダス」が分析素材として活
用されている。筆者は、彼女らを指導する過程において、また彼女らが完成させた論文の成果から
多くの示唆を得ることができた。
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